
 

   

 

 

  

〔ダンプ労働者・建設労働者等の労働条件改善にむけて〕   

     

 

   

   

 

  

 

 

 

 

  

 

   

  

   

      

 

  

 

  

    

 

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

八
面
六
臂
（
は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ
） 

外
国
人
技
能
実
習
生
、
外
国
人
研
修

制
度
と
い
う
の
が
あ
る
。 

母
国
の
経
済

発
展
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し

て 

外
国
の
人
達
に
報
酬
を
伴
う
技
能

実
習
、
あ
る
い
は
研
修
を
さ
せ
、
人
材

を
育
成
さ
せ
る
た
め
の
制
度
だ
。
▼
実

際
に
配
達
に
行
く
運
転
手
か
ら
よ
く
聞

く
の
だ
が
、
い
ま
の
工
事
現
場
は
外
国

人
だ
ら
け
だ
と
い
う
。
▼
あ
の
ダ
ム
に

は
ス
リ
ラ
ン
カ
人
、
あ
の
現
場
に
は
ベ

ト
ナ
ム
人
、
現
場
監
督
に
電
話
を
す
る

た
め
に
発
注
書
を
見
る
と
カ
タ
カ
ナ
表

記
の
担
当
者
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
▼
実
際
に
配
達
先
に
行
っ
た

運
転
手
の
話
を
聞
く
限
り
、
他
の
日
本

人
の
労
働
者
と
全
く
同
じ
仕
事
を
し
て

い
る
印
象
し
か
な
い
。
実
際
に
カ
タ
カ

ナ
表
記
の
担
当
者
は
他
の
現
場
監
督
と

ま
っ
た
く
お
な
じ
業
務
を
こ
な
し
て
い

た
。
▼
我
々
労
働
組
合
は
労
働
者
一
人

ひ
と
り
ひ
と
り
の
雇
用
を
維
持
し
労
働

環
境
の
向
上
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

結
成
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
毎
日
努
力
し

て
き
た
。
▼
労
働
者
に
支
払
う
べ
き
賃

金
を
払
お
う
と
し
な
い
企
業
は
社
会
か

ら
撤
退
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
日
本
企
業
で
の
実
習
を
提
供
す

る
制
度
と
言
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
人

手
不
足
の
企
業
が
単
純
な
労
働
力
と
し

て
外
国
人
研
修
制
度
を
使
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
？
そ
ん
な
気
が
し
て
な
ら

な
い
。 

 
 

 
 

  
 

 
 

 

（
諭
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大
会
で
は
、
建
交
労
全
国
労
職

部
会
の
福
富
事
務
局
長
、
建
交
労

秋
田
県
本
部
の
田
中
書
記
長
、
日

本
共
産
党
秋
田
県
委
員
会
の
加
賀

屋
県
議
会
議
員
が
来
賓
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。 

２
０
１
８
年
度
の
総
括
で
は
、

労
災
認
定
闘
争
の
取
り
組
み
、
ト

ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
闘
争
の
取
り

組
み
、
喫
煙
を
原
因
と
し
た
労
災

不
支
給
問
題
な
ど
が
報
告
さ
れ
た

ほ
か
、
年
金
問
題
、
消
費
税
増
税

問
題
の
ほ
か
、
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ

ア
の
問
題
に
つ
い
て
情
勢
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
規
労
災
患
者
の
受
け

入
れ
医
療
機
関
が
全
国
的
に
減
少

し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
療
養

モ
ラ
ル
を
遵
守
し
既
存
の
医
療
機

関
と
の
信
頼
関
係
を
維
持
す
る
ほ

か
、
労
働
局
に
要
請
を
行
い
医
療

機
関
の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

決
算
報
告
、
２
０
１
９
年
度
運

動
方
針(

案)

、
予
算
（
案
）
、「
交

通
災
害
共
済
」
の
継
続
が
執
行
部

か
ら
提
案
さ
れ
、
全
議
案
は
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

三
役
に
は
執
行
委
員
長
・
浅
利

則
夫
さ
ん
、
副
執
行
委
員
長
・
山

田
金
人
さ
ん
、
同
・
阿
部
信
一
さ

ん
、
同
・
田
中
清
一
さ
ん
、
書
記

長
・
佐
藤
博
之
さ
ん
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。 

 

農
林
支
部
は
７
月
１
８
日
、
大
仙
市
の
「
大
曲
エ
ン
パ
イ
ヤ
ホ
テ
ル
」

を
会
場
に
、
組
合
員
２
６
名
が
参
加
し
第
５
３
回
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

農
林
支
部
定
期
大
会
開
催  

 

あいさつする浅利委員長 

安倍政権にきびしい審判 
参院選の結果は、政権与党である自民党が 9議席減らし、単

独過半数を大きく割りこむとともに、改憲勢力（自民、公明、

維新）が 3分の 2を割り、改憲発議に必要な議席に届きません

でした。ところが安倍首相は「国民の皆さまからの力強い信任

をいただいた」と事実とは反対のことを記者会見でのべていま

す。安倍政権へきびしい審判が下された民意をまじめに受けと

めるべきです。 

32ある一人区では、秋田選挙区の寺田 静氏をふくむ 10選

挙区で野党統一候補が議席を確保しました。しかし、一方で戦

後 2番目に低くなり 50％を切った投票率は深刻です。そのおか

げで与党側が手に入れた議席があったと思います。 

政府は選挙後、8月 2日には韓国を安全保障上の輸出管理を

めぐる優遇対象国から除外することを閣議決定し、日韓関係に

不毛な対立を生み出しています。「どうして急に規制を持ち出し

たのか」、「元徴用工問題での報復措置ではないか」、「反日感情

を悪化させ、観光産業や地域経済への影響を懸念する」、「選挙

対策としか思えない」などの意見がある中、国際的にも支持が

得られない、説得力を持たない政府の対応です。冷静な外交的

解決が求められます。 

県本部第 21回定期大会の案内 

と き 10月 27日（日）10時 30分～15時 

ところ サンライフ秋田（秋田市八橋）大研修室 

県本部大会は支部、分会ごとの代議員と役員で構成します。各支部・分

会には 9 月に入ってから案内を送りますので、代議員の参加組織をお願

いします。また支部・分会に所属していない方も参加できます。参加する

方は事務所に連絡してください。 

全国ダンプキャラバンを実施 

第 26回全国ダンプキャラバン行動が行われ、東

北ダンプブロックとしてダンプ労働者の賃金引き

上げなどの要請をしました。秋田県は 7月 12日に

国交省湯沢河川国道事務所・能代河川国道事務所に

要請しました。要請では、国交省の指導事項を無視

する元請名を出して、元請に対する個別の指導の徹

底を求めました。 

 

★8月 10日～18日まで事務所は、お盆のため休みます。  

 



 

 

  

 

  

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

    

 

 

 

 

   

   

  

   

  

 

  

 

 

   

  

 

 

 

  

   

  

  

 

【前回の答え】 ナツマツリ（夏祭り） 

 応募者 3名、正解者 3名でした。 

 ダンプ支部の佐藤正樹さんに 1,000 円の図書カードを送りま

す。答えをハガキかファックス、メールで送ってください。正解

者の中から 1 名の方に 1,000 円の図書カードを贈ります。その

際、住所・氏名・年齢（さしつかえなければ）・支部・分会名を

忘れずに書いてください。初めての方の投稿大歓迎です！ 

応募のしめ切り⇒8月 25日の消印まで有効。発表は次号で。 

ヒント→ボ○○○○…夏の行事 

余白に意見や組合への要望などを必ず書き添えてください。 

とく名、ペンネーム可。 

仲間の皆さん、ふるって応募を！ 
《あて先》〒010-0976 秋田市八橋南 1丁目 2番 29号 

               Fax. 018-823-7751     

建交労秋田県本部「なかま」クイズ係 
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カギを解き、二重枠に入る文字

を並べてできる言葉は何ですか。 

【タテのカギ】 

①三日――の光秀  ②はとこ 

③大阪で南京とは ④三冠――、

国―― ⑥――子一枚下は地獄 

⑧現実となる夢 ⑪質より―― 

⑫事件と――の両面から捜査 

⑬――の大木 

【ヨコのカギ】①主題。――パーク ③怪訝な――つき ⑤ついに

――の９秒台誕生 ⑦ちょっとした拍子にふれてもいないのに切

り傷ができる ⑨お――が知れる ⑩♪酒は飲め飲め飲むならば

日の本一のこの――を ⑫講義を受ける ⑭日本人の主食 ⑮―

―の丑の日 
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日  

安
倍
外
交
の
稚
拙
さ
が
こ
の
間

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
サ
ミ
ッ
ト

で
は
普
通
、
開
催
国
の
首
相
は
参

加
国
の
首
脳
た
ち
と
二
者
会
談
を

す
る
。
し
か
し
韓
国
と
の
会
談
は

今
回
な
か
っ
た
。
安
倍
首
相
は
、

昨
年
１
０
月
の
韓
国
最
高
裁
（
大

法
院
）
の
「
徴
用
被
害
損
害
賠
償
」

判
決
へ
の
反
発
を
あ
ら
わ
に
し
た

の
だ
。
日
本
は
韓
国
に
対
す
る
半

導
体
材
料
の
輸
出
制
限
を
Ｇ2

0

サ

ミ
ッ
ト
直
後
の
７
月
４
日
に
強

行
。
だ
が
政
府
は
徴
用
工
問
題
で

の
報
復
で
は
な
い
と
言
い
張
る
。 

 

国
際
捕
鯨
委
員
会
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）

の
脱
退
、
３
１
年
ぶ
り
の
商
業
捕

鯨
再
開
も
一
部
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
へ
の
ア
ピ
ー
ル
。 

 

甲
子
園
の
県
予
選
も
始
ま
り
、

気
候
も
夏
の
本
格
的
な
暑
さ
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
去
年
は
雑
草
軍

団
・
金
農
旋
風
の
大
活
躍
に
暑
さ

も
忘
れ
て
応
援
に
夢
中
で
し
た

が
、
今
年
も
良
い
夢
を
見
さ
せ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
秋
田
球
児
に

期
待
で
す
。 

ダ
ン
プ
支
部
千
秋
分
会 

 
 

 
 

佐
藤
正
樹 

５
７
歳 

 

「
安
定
か
混
乱
か
」
と
叫
ぶ
男
、

い
っ
た
い
誰
の
た
め
の
「
安
定
」
か

が
問
題
で
す
。
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど

害
毒
を
ふ
り
ま
く
男
の
残
し
た
の

は
、
絶
望
的
な
格
差
社
会
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

「
一
強
多
弱
」
と
言
わ
れ
る
な
か

で
、
今
、
彼
が
最
も
恐
れ
て
い
る
の

は
、
市
民
と
野
党
の
協
力
・
共
闘
で

す
。
参
院
選
で
野
党
統
一
候
補
を
勝

利
さ
せ
る
こ
と
は
、
彼
に
「
サ
ヨ
ウ

ナ
ラ
」
を
言
う
第
一
歩
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。 

秋
田
で
の
「
て
ら
た
し
ず
か
」
さ

ん
の
勝
利
、
本
心
よ
り
祈
念
せ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
参
院
選
と
も
に

奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。 

 

福
岡
県
田
川
支
部 

原
田
節
生 

８
５
歳 

 

参
議
院
選
挙
で
「
て
ら
た
し
ず

か
」
さ
ん
が
当
選
し
た
。
良
か
っ
た
。

ホ
ッ
と
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
争
点
が

あ
っ
た
が
、
イ
ー
ジ
ス
問
題
も
大
き

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
秋
田
県
民

は
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
は
い
ら

な
い
と
い
う
民
意
を
政
府
に
突
き

つ
け
た
こ
と
に
な
る
が
、
政
府
は
ど

う
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
県
民

に
寄
り
添
っ
て
…
し
か
し
、
配
置
は

し
ま
す
」
と
沖
縄
の
民
意
を
無
視
し

た
よ
う
に
、
秋
田
県
民
の
民
意
も
無

視
す
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

と
思
う
。 

個
人
加
盟 

笹 

耕
市 

 

７
２
歳 

海
外
の
識
者
は
「
国
家
戦
略
に
お
け

る
劇
的
な
変
化
だ
。
ト
ラ
ン
プ
流
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
」
と
指
摘
す

る
。 

 

安
倍
首
相
と
１
１
回
の
会
談
を

重
ね
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
こ
の

間
だ
け
で
も
、
気
候
変
動
に
か
か
わ

る
パ
リ
協
定
脱
退
、
中
距
離
核
戦
力

（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
全
廃
条
約
か
ら
の
離

脱
、
米
大
使
館
の
エ
ル
サ
レ
ム
へ
の

移
転
、
欧
州
の
同
盟
国
軽
視
、
イ
ラ

ン
と
の
核
合
意
の
一
方
的
脱
退

等
々
、
国
際
協
調
や
多
国
間
の
枠
組

み
を
無
視
し
続
け
て
き
た
。
国
内
の

支
持
者
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る
か

ら
問
題
な
し
と
い
わ
ん
ば
か
り
で

あ
る
。 

 

安
倍
首
相
は
各
国
首
脳
と
信
頼

関
係
を
築
け
る
こ
と
が
長
期
政
権

の
利
点
と
自
画
自
賛
し
て
き
た
。 

し
か
し
、
Ｇ
２
０
の
議
長
国
と
し

て
も
北
東
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
も
、
対
米
追
従
一
辺
倒
で
恥
を 

さ
ら
し
続
け
る
。
重
要
な
の
は
、
国

際
社
会
が
抱
え
る
難
題
の
解
決
を

協
調
行
動
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
か
で
あ
る
。 

 

曲
が
り
切
っ
た
外
交
を
糺
（
た

だ
）
せ
る
の
は
世
論
の
力
し
か
な

い
。
日
本
と
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る

北
東
ア
ジ
ア
の
市
民
社
会
が
連
帯

し
て
、
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
で
糺
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。 

曲
が
り
切
っ
た
外
交
を 

 
 

 
 

 

た
だ
せ
る
の
は
世
論 

 

 

 

 

 

 
 

由利本荘市石沢の大滝 


